
第
３．
回
全
日
本
実
業
柔
道
個
人
選
手
権
大
会
。報
告
書

第
３‐
回
全
日
本
実
業
柔
道
個
人
選

手
権
大
会
は
、
８
月
２５
～
２６
日
の
両

日
、
兵
庫
県
尼
崎
市
記
念
公
園
総
合

体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
男
子
８
階
級

（
７
体
重
別
と
２２
歳
未
満
の
部
）
計

４９６
人
、
女
子
７
階
級
計
８５
人
の
合
計

５８‐
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
、
連
日
各

４
試
合
場
を
熱
戦
で
盛
り
上
げ
た
。

初
日
の
男
子
は
９９
バ
‐
ミ
ン
ガ
ム
世
界
代
表
な
ど
強
豪
ひ
し
め
く
８‐
監
級
を
秋
山

成
勲
３
段

（２６
＝
平
成
管
財
）
が
制
し
、
２
年
連
続
優
勝
を
遂
げ
た
。
６０
監
級
の
清

水
義
光
２
段

（２４
＝
平
成
管
財
）
、
６６
監
級
の
須
藤
英
雄
４
段

（２２
＝
ダ
イ
コ
ロ
）
、

７３
監
級
の
安
達
春
樹
３
段

（２３
＝
綜
合
警
備
保
障
）
と
２２
歳
未
満
の
部
は
相
牟
田
豊

２
段

（２０
＝
自
衛
隊
体
育
学
校
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
初
優
勝
し
た
。

女
子
も
５７
監
級
の
岡
崎
綾
子
２
段

（２３
＝
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
と
５２
監
級
の
横
澤
沙
恵

２
段

（２４
＝
タ
カ
メ
デ
ィ
カ
ル
）
の
２
人
が
そ
ろ
っ
て
Ｖ
２
を
飾
り
、
４８
ｋｇ
級
の
小

田
智
子
初
段

（２‐
＝
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
は
デ
ビ
ュ
１
３
年
目
で
初
優
勝
を
手
に
し
た
。

初
日
は
男
女
と
も
西
日
本
勢
が
好
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。
男
子
３
人
、
女
子
３
人

の
計
６
人
が
大
阪
で
あ
る
。

最
終
日
は
男
子
１００
監
級
で
小
嶋
新
太
３
段

（２６
＝
綜
合
警
備
保
障
）
が
２
年
ぶ
り

２
度
目
の
凱
歌
を
挙
げ
た
。
１００
監
超
級
の
向
川
肇
３
段

（２３
十
日
本
中
央
競
馬
会
）

と
９０
ｋｇ
級
の
廣
川
充
志
２
段

（２３
＝
セ
コ
ム
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
初
優
勝
。

女
子
は
６３
唯
級
の
南
千
草
２
段

（２３
＝
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
が
３
年
連
続
優
勝
記
録
を

達
成
し
た
。
こ
れ
は
女
子
の
同
種
目
と
し
て
は
大
会
史
上
最
高
で
あ
る
。

７０
監
級
の
天
尾
美
貴
２
段

（２４
＝
コ
マ
ツ
）
は
２
年
ぶ
り
２
度
目
、
７８
堆
級
の
松

崎
み
づ
ほ
２
段

（２２
＝
コ
マ
ツ
）
、
７８
ｋｇ
超
級
の
徳
田
美
由
樹
初
段

（１９
＝
コ
マ
ツ
）

は
、
い
ず
れ
も
初
優
勝
。

全国各地から出場した選手が集う開会式

●r● は
'い

開会式で挨拶する松本 甫副会長

力強く宣誓する江上選手 (九州電力)



男
子
Ⅷ
ｋｇ
超
級

〃新
鋭
向
川
、
大
外
刈

一
本
″

Ｖ
３
目
前
の
第
１
シ
ー
ド
江
上
を
ノ
ー
シ
ー
ド
の
ル
ー
キ
ー
向
川
が
倒
し
た
大

一
番
。
江
上
は
伝
家

の
宝
刀
、
袖
釣
り
込
み
腰
で
連
続
し
て
攻
め
る
。
だ
が
、
１８５
ｃｍ
ヽ
‐２５
地
の
江
上
に
対
し
、
１８３
ｃｍ
、
‐‐８
蛇

と
や
や
小
柄
に
見
え
る
向
川
、
よ
く
相
手
を
研
究
し
て
お
り
、
体
重
を
後
方
に
か
け
て
釣
り
上
げ
ら
れ

る
の
を
防
い
だ
。
守
る
だ
け
で
は
な
い
。
組
み
ぎ
わ
に
放
つ
大
外
刈
り
を
あ
わ
や
江
上
が
体
を
ひ
ね
っ

て
か
わ
す
場
面
も
。
息
詰
ま
る
攻
防
戦
。
そ
れ
で
も
江
上
の
攻
勢
が
目
立
つ
２
分
４４
秒
、
同
じ
く
組
み

ぎ
わ
に
向
川
が
放
っ
た
左
大
外
刈
り
。
こ
れ
が
う
ま
く
決
ま
っ
て
、
虚
を
突
か
れ
た
江
上
ど
ん
と
背
中

か
ら
落
ち
て
一
本
。
ル
ー
キ
ー
向
川
、
見
事
な
優
勝
。

こ
の
ク
ラ
ス
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
た
下
出
、
村
元
、
高
橋
の
旭
化
成
ト
リ
オ
が
故
障
の
た
め
欠
場
し

た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

【
成

績
】

優
　
勝

準
優
勝

第
３
位

第
３
位

▽
準
々
決
勝

○
江
上

○
藤
本

○
横
山

○
向
川

▽
準
決
勝

○
江
上
　
袖
釣
込
腰

○
向
川
　
支
釣
込
足

▽
決
勝
○
向
川
　
大
外
刈

向

川

　

肇

曾

本
中
杢

肌
長

３

江
上
忠
孝
兌
型
昇
）

横

山

勇

一
言

本
道
路
公
已

藤

本

博

史

曾

本
中
基

班
員

３

袖
釣
込
腰

優
勢
勝
ち

小
外
掛

優
勢
勝
ち

田

村

含

本
道
路
公
已

一局
森
賛
綜
合
警
備
保
障
）

浦

田

言

本
道
路
公
Ｕ

よ甲
村
ズ
日
本
道
路
公
回
）

藤
本
横
山

江
上

母

向
川

の
話
　
試
合

で
対
戦
す
る
の
は
初

め
て
だ
け
ど
、

練
習
は
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
た
の
で
手

の
内

は
わ
か

っ
て
い
た
。
袖

口
を
取
ら
れ
た
ら
持

っ
て
い
か
れ
る

の
で
、
組

み
負
け
な

い
よ
う

に
注
意
し
た
。

試
合
時
間
４
分
は
短

い
の
で
初
め
か
ら
ガ
ツ
ガ
ツ

い
こ
う
と
決
め
て
い
た
。
自
分

の
得
意
技
は
、
大
外

刈
り
と
内
股
。
こ
れ
ま
で
全
日
本
ジ

ュ
ニ
ア
で
の
優

勝
は
あ
る
が
、

シ

ニ
ア
の
個
人
タ
イ
ト
ル
は
初
め
て

な
の
で
と
て
も
う
れ
し

い
。

ス
ロ
ー
ス
タ
ー
タ
ー
と

言
わ
れ
る
の
で
、
も

っ
と
早
く
技
を
か
け
る
こ
と
が

課
題
。
い
ま
明
大

で
練
習
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
が
、

も

っ
と
も

っ
と
上
を
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
。

優勝した向川選手

(日 本中央競馬会)

男
子
１００
唯
級

〃
小
鳴
２
年
ぶ
り
２
度
目
の
Ｖ
〃

こ
れ
も
決
勝
に
ふ
さ
わ
し
い
好
ゲ
ー
ム
だ

っ
た
。
４
月
の
金
日
本
選
手
権
大
会
３
位
入
賞
の
小
嶋
は

今
回
第
２
シ
ー
ド
。
新
鋭
中
村
は
、
低
く
構
え
て
回
り
な
が
ら
飛
び
付
い
て
は
足
取
り
、
背
負
い
、
す

く
い
投
げ
、
裏
投
げ
と
奇
襲
戦
法
。
い
ず
れ
も
決
ま
ら
ず
、
小
嶋
を
四
つ
に
は
わ
せ
て
背
後
に
つ
く
。

小
嶋
は
左
か
ら
の
内
股
で
正
面
か
ら
攻
め
る
。
１
分
過
ぎ
両
者
に

「指
導
」
が
与
え
ら
れ
る
。
残
り
１９

秒
、
中
村
が
背
負
い
に
攻
め
か
け
た
と
こ
ろ
を
小
嶋
う
ま
く
双
手
刈
り
で
あ
わ
せ
て

「有
効
」
。
中
村
あ

き
ら
め
ず
に
追
い
か
け
る
が
終
了
の
ブ
ザ
ー
。

何
が
出
る
か
分
か
ら
な
い
中
村
の
変
化
技
に
興
味
が
持
た
れ
た
が
、
し
ぶ
と
い
小
嶋
の
勝
ち
。
前
年

２
位
を
は
さ
ん
で
２
年
ぶ
り
２
度
目
は
立
派
。

【成

績
】

優
　
勝

準
優
勝

第
３
位

第
３
位

▽
準
々
決
勝

Ｏ
中
村

○
永
田

○
窪
田

○
小
嶋

▽
準
決
勝

○
中
村
　
小
内
刈
　
　

水ヽ
田

○
小
嶋
　
支
釣
込
足
　
窪
田

双
手
刈
　
　
中
村

▽
○ 決
小 勝
山鳥

小
嶋
新
太
鵞
△讐
備
保
し

中
村
和
裕
貧
葉
ガ
乙

窪
田
　
茂
疱
化
必

永

田

尚

道

父

阪
府
柔
道
球
覆

師
柔
道
連
翌

優
勢
勝
ち

優
勢
勝
ち

総
合
勝
ち

内
　
　
股

近
野
練
△讐
備
保
し

向
尾
貧
レ
滋
こ

吉
田
↑
仝
人ム聖
明
病
し

中
濱
貧
葉
ガ
乙

祭
傷勝した小嶋選手

(綜合警備保障 )

小
鳴

の
話
　
６
月
３０
日
に
待
望

の
男

の
子
が
生
ま
れ

た
。
井
上
康
生

に
あ
や
か

っ
て

「
洸
成
」
と
名
前
を

付
け
た
。
今
日
は
優
勝
し
た
ら
、

こ
れ
を
言

お
う
と

思

っ
て
用
意
し
て
た
ん
だ
。

ｇ
田
え
て
よ
か

っ
た
／
）

初
戦

の
相
手

（大
森
十
日
体
大
柔
友
会
）
は
、
大

学

の
先
輩
な
の
で
や
り
づ
ら
か

っ
た
。
中
濱
君

に
は

全
日
本
ジ

ュ
ニ
ア
で

一
回
負
け
て
い
た
の
で
、
き
ょ

う
は

（内
股

一
本
勝
ち
）
そ
れ
も
吹

っ
切
れ
た
。

決
勝

の
中
村
君
に
は

一
度
対
戦
済

み
で
勝

っ
て
い

る
。
き
ょ
う

の
は
最
後

に
何
を
や

っ
た
の
か
な
？

（朽

木
倒
し

。
双
手
刈
り
両
説
あ
り
）
あ
び
せ
倒
し
た
格

好

み
た

い
に
な

っ
た
ね
。



男
子
９０
ｋｇ
級

〃
挑
戦
者

・
廣
川
が
近
藤
Ｖ
２
阻
止
〃

前
年
優
勝
の
近
藤
と
同
３
位
廣
川
、
シ
ー
ド
同
士
の
顔
合
わ
せ
。
近
藤
右
、
廣
川
左
の
け
ん
か
四
つ

だ
。
開
始
３０
秒
、
度
川
が
う
ま
く
引
き
手
を
絞
っ
て
内
股
か
ら
小
内
刈
り
に
変
化
す
れ
ば

「技
あ
り
」

に
決
ま
る
。
反
撃
の
近
藤
、
釣
り
手
で
背
中
を
持
つ
と
内
股
に
行
く
。
廣
川
か
わ
す
。
１
分
４８
秒
、
廣

川
こ
ん
ど
は
大
内
刈
り
か
ら
小
内
刈
り
に
変
化
す
る
と
近
藤
た
ま
ら
ず
倒
れ
て

「有
効
」
の
追
加
点
。

激
戦
余
す
と
こ
ろ
１
分
、
互
い
の
衝
突
で
近
藤
の
頭
部
右
側
が
切
れ
る
が
、
止
血
手
当
て
を
し
て
続

行
。
一剛
よ
り
激
し
い
攻
防
と
な
る
が
、
近
藤
の
反
撃
及
ば
ず
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
と
な
る
。
廣
川
、
先
輩

（中

大
の
同
窓
）
を
破
っ
て
の
う
れ
し
い
初
優
勝
。

【
成

績
】

優
　
勝
　
廣
川
充
志
？
コ
ι

準
優
勝
　
近
藤
秀
作
含
本
道
路
公
Ｕ

第
３
位
　
中
田
善
久
ぞ
コ
ι

第
３
位
　
野
田
健
太
郎
奪
岡
大
学
柔
道
ク
ラ
ゼ

▽
準
々
決
勝

○
近
藤
　
北同
負
投
　
　
村
田
薪
日
９

０
中
田
　
〕返
足
払
　
　
有
川
徐
△讐
備
保
』

○
度
川
　
大
外
刈
　
　
岡
本
？
徳
寺
学
已

○
野
田
　
内
股
　
　
　
斉
藤
危
化
必

▽
準
決
勝

○
近
藤
　
優
勢
勝
ち
　
中
田

○
廣
川
　
内
股
　
　
　
野
田

▽
決
勝
○
廣
川
　
小
内
刈
　
　
近
藤

●ヽ‐  ″k、 A

優勝 した度川選手

(セ コム)

廣
川
の
話
　
中
大
の
先
輩
で
、
い
つ
も

一
緒
に
練
習

し
て
る
か
ら
勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
思
い
切

っ

て
や
ろ
う
と
思

っ
て
い
た
。
近
藤
先
輩
も
同
じ
気
持

ち
だ

っ
た
と
思
う
。
中
田
先
輩

（今
回
３
位
）
と
近

藤
先
輩
と
自
分
と
３
人
い
つ
も
練
習
し
て
る
間
柄
だ

か
ら
、
ち
よ
っ
と
複
雑
な
気
持
ち
だ

っ
た
が
、
今
日

は
た
ま
た
ま
僕
の
運
が
良
か
っ
た
。

実
は
、
最
近
若
干
気
持
ち
が
萎
え
て
い
た
と
こ
ろ

が
あ

っ
た
が
、
今
回
の
優
勝
で
ぶ
っ
き
れ
た
気
が
す

る
。
再
度
、
上
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
。

男
子
８‐
ｋｇ
級

〃
秋
山
、
安
定
し
た
実
力
で
Ｖ
２
〃

第
１
シ
ー
ド
秋
山
の
タ
イ
ト
ル
防
衛
戦
。
挑
む
は
朝
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム

（英
国
）
世
界
選
手
権
に
出
場

し
た
塘
内
だ
。
秋
山
左
、
塘
内
右
は
、
け
ん
か
四
つ
。
互
い
に
引
き
手
を
取
れ
ず
３０
秒
で
双
方

「指
導
」

と
な
る
。

そ
の
後
、
秋
山
の
左
内
股
に
塘
内
が
浮
く
あ
た
り
が
１
つ
の
ヤ
マ
場
か
Ｐ
中
盤
に
も
秋
山
の
巴
投
げ

に
塘
内
の
体
が

一
瞬
浮
い
て
場
内
ど
よ
め
く
。
し
か
し
、
秋
山
２
度
目
の
巴
投
げ
は
塘
内
防
い
で
背
後

に
つ
く
。
残
り
５３
秒
、
双
方

「注
意
」
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
。
な
お
も
秋
山
巴
投
げ
で
攻
め
る
。
塘
内
も

大
内
、
小
内
と
技
を
出
す
が
時
す
で
に
遅
し
。
終
始
先
手
を
取
っ
た
秋
山
に
、
旗
３
本
が
そ
ろ
っ
た
。

【
成

績
】

優
　
勝
　
秋
山
成
勲
♀
成
管
と

準
優
勝
　
塘
内
将
彦
疱
化
ら

第
３
位
　
村
田
龍

一
？
徳
寺
学
已

第
３
位
　
野
瀬
英
豪
？
徳
寺
学
已

▽
準
々
決
勝

○
秋
山
　
内
股
　
　
　
奥
村
希
鋼
パ
／ヽ
一ラ

ι

Ｏ
村
田
　
内
股
　
　
　
栗
栖
９
イ
コ
こ

○
野
瀬
　
敬一屋
口　
　
　
丸
山
ぞ
コ
も

○
指
内
　
優
勢
勝
ち
　
坂
本
テ
イ
コ
こ

▽
準
決
勝

○
秋
山
　
巴
投
　
　
　
村
田

○
塘
内
　
傷
勢
勝
ち
　
野
瀬

▽
決
勝
○
秋
山
　
優
勢
勝
ち
　
塘
内

謂
優勝 した秋山選手

(平成管財 )

／
　

　

攣

秋
山
の
話
　
２
連
勝
し
た
が
、
内
る
的
に
は
今
年
の

方
が
難
か
し
か
っ
た
。
何
と
言

っ
て
も
層
が
厚
い
と

思

っ
た
。
塘
内
君
は
強
い
選
手
だ
し
初
対
決
だ

っ
た

が
、
学
年
は
こ
っ
ち
が
２
つ
上
だ
し
、
負
け
る
わ
け

に
は
い
か
な
か
っ
た
。
巴
投
げ
は
得
意
技
な
の
で
、

こ
れ
で
決
め
た
か
っ
た
。
準
決
勝
戦
の
村
田
君
と
は
、

２
年
前
ま
で
同
じ
チ
ー
ム
だ
っ
た
が
、
得
意
の
巴
投

げ
が
決
ま
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

今
回
た
ま
た
ま
優
勝
で
き
た
け
ど
、
野
瀬
君
と
は

当
た
っ
て
い
な
い
。
彼
も
強
い
で
す
し
、
も
っ
と
も

っ
と
自
分
を
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
。



男
子
７３
ｋｇ
級

〃
シ
ー
ド
の
安
達
、
辛
勝
初
Ｖ
〃

東
海
大
学
の
先
輩
後
輩
で
、
綜
合
警
備
保
障
の
同
門
の
安
達
と
山
本
の
決
勝
戦
と
な

っ
た
。
知
り
過

ぎ
た
相
手
の
た
め
か
、
見
る
べ
き
技
が
出
て
こ
な
い
。
１
分
、
両
者

「指
導
」
。
そ
れ
で
も
技
の
展
開
が

な
く
、
２
分
４７
秒
に
は
両
者

「警
告
」
ま
で
進
ん
ゼ
。

残
り
１
分
１３
秒
も
あ
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
行
け
ば
両
者
反
則
負
け
の
再
試
合
に
な
る
か
と
思
わ
れ
た

が
、
山
本
の
左
背
負
い
に
安
達
が
浮
き
、
安
達
も
巴
投
げ
で
山
本
を
浮
か
せ
る
。
残
り
７
秒
、
安
達
の

右
袖
釣
り
込
み
腰
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
よ
い
所
に
入
っ
た
。
互
角
な
が
ら
、
こ
こ
が
決
め
手
の
印

象
点
。
終
了
の
ブ
ザ
ー
で
旗
判
定
は
安
達
に
赤
３
本
と
も
挙
が
る
。

【
成

績
】

優
　
勝

第
２
位

第
３
位

第
３
位

▽
準
々
決
勝

○
岩
川

○
安
達

○
山
本

○
吉
岡

▽
準
決
勝

○
安
達

○
山
本

▽
決
勝
○
安
達

安
達
春
樹
森
△讐
備
保
』

山
本
　
武
徐
〈讐
備
保
し

岩
川
武
久
（
一副
柔
道
ク
ラ
、こ

吉
岡
正
人
纂
日
も

優
勢
勝
ち
　
野
中
卒
本
建
譲

優
勢
勝
ち
　
畑
山
含
宮
接
骨
し

棄
権
　
　
　
樗
木
曾
体
大
柔
査
３

横
四
方
回
　
野
崎
唄
井
印
砂

大
外
刈
　
　
山石
川

優
勢
勝
ち
　
士
口
岡

優
勢
勝
ち
　
山
本

St

安
達
の
話
　
後
輩
相
手
な
の
で
、
や
り
ず
ら
い
決
勝

だ

っ
た
。
い
つ
も
い
っ
し
ょ
に
練
習
し
て
る
し
…
…
。

準
決
勝
で
も
同
窓
の
岩
川
先
輩
と
当
た
っ
て
勝
ち

に
な
っ
た
け
ど
、
終
わ
っ
て
気
持
ち
良
く
笑
顔
で
握

手
で
き
て
う
れ
し
い
。
僕
嵐
り
５
年
上
の
先
輩
。

今
回
は
減
量
も
う
ま
く
い
っ
た
。
い
つ
も
７
監
落

と
す
の
に
、
６
地
で
済
ん
だ
か
ら

（１
地
の
差
は
大

き
い
）
。
こ
れ
で
Ｈ
月
の
講
道
館
杯
に
気
持
ち
良
く
出

場
で
き
る
。

自
分
の
課
題
と
し
て
は
攻
め
が
遅
い
こ
と
で
、
も

っ
と
積
極
的
に
前
に
出
る
よ
う
心
が
け
た
い
。

優勝した安達選手

(綜合警備保障 )

男
子
８６
ｋｇ
級

″
ル
ー
キ
ー
須
藤
の
内
股
さ
え
る
″

６
人
の
シ
ー
ド
中
、
た
だ
１
人
新
人
の
須
藤
が
期
待
に
こ
た
え
て
決
勝
も

一
本
勝
ち
し
た
。
須
藤
左
、

石
川
右
の
組
み
手
争
い
で
始
ま
っ
た
が
、
互
い
に
技
が
出
ず
、
３０
秒
で
両
者

「指
導
」
と
な
る
。
こ
の

あ
と
須
藤
が
攻
勢
に
移
り
、
石
川
や
や
追
わ
れ
気
味
。

２
分
近
く
な
っ
て
須
藤
思
い
切
り
よ
く
左
内
股
を
飛
ば
せ
ば
、
こ
れ
が
見
事
に
決
ま
っ
て

「
一
本
」

と
な
っ
た
。
二
段
モ
ー
シ
ョ
ン
式
の
内
股
は
相
手
に
外
さ
せ
な
い
粘
っ
こ
さ
が
あ
っ
た
。

【
成

績
】

優
　
勝

準
優
勝

第
３
位

第
３
位

▽
準
々
決
勝

○
内
村

○
須
藤

○
鳥
居

○
石
川

▽
準
決
勝

○
須
藤

Ｏ
石
川

▽
決
勝
○
須
藤

須
藤
英
雄
少
イ
コ
こ

石
川
正
樹
貧
こ

内
村
直
也
ｇ
ウ
エ
イ
ン
ス
テ
ム
ご

鳥
居
智
男
↑
徳
寺
学
巳

優
勢
勝
ち
　
小
室
↑
徳
寺
学
巳

優
勢
勝
ち
　
中
村
賓
葉
ガ
乙

優
勢
勝
ち
　
小
見
川
徐
△讐
備
保
じ

体
落
　
　
　
福
肴
岡
大
学
柔
道
ク
ラ
．こ

優
勢
勝
ち
　
内
村

優
勢
勝
ち
　
鳥
居

内
股
　
　
　
石
川

優勝した須藤選手

(ダイコロ)

須
藤
の
話
　
△
フ
ま
で
、
良
い
と
こ
ろ
ま
で
行

っ
て
負

け
て
た
の
で
、
こ
の
優
勝
は
非
常
に
う
れ
し
い
。
講

道
館
杯
も
去
年
は
３
位
だ
っ
た
し
…
…
。

今
日
は
、
３
試
合
目
く
ら
い
か
ら
必
死
の
気
持
ち

に
な
っ
た
。
み
ん
な
強
い
人
ば
か
り
な
の
で
、　
一
戦

一
戦
必
ず
勝
つ
つ
も
り
で
試
合
に
の
ぞ
ん
だ
。

内
村
さ
ん
に
勝
っ
た
時
点
で

″
い
け
る
か
な
″
と

思

っ
た
。
社
会
人
と
な

っ
て
、
学
生
時
代
と
は
気
持

ち
を
変
え
た
。
自
分
で
練
習
し
な
い
と
い
け
な
い
か

ら
。
１１
月
の
講
道
館
は
ベ
ス
ト
４
以
内
が
目
標
。



男
子
６０
ｋｇ
級

〃
清
水
、
先
手
リ
ベ
ン
ジ
初
Ｖ
〃

４
人
シ
ー
ド
の
う
ち
の
第
１
シ
ー
ド
吉
岡

（３
年
連
続
２
位
の
ベ
テ
ラ
ン
）
と
第
３
シ
ー
ド
の
清
水

（前
年
３
位
）
は
、
実
は
前
年
の
準
決
勝
を
戦
っ
て
吉
岡
が
僅
差
で
勝
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
清
水
は

社
会
人
１
年
目
だ
っ
た
。
今
年
は
２
年
目
の
リ
ベ
ン
ジ
／

吉
岡
左
組
み
、
清
水
右
組
み
の
け
ん
か
四
つ
だ
が
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
軽
量
級
ら
し
い
ス
ピ
ー
ド
あ
る

展
開
。
両
者
と
も
得
意
の
背
負
い
投
げ
は
、
引
き
手
を
取
れ
な
い
た
め
決
ま
ら
な
い
。
２
分
３０
秒
、
清

水
が
戦
法
を
変
え
た
。
巴
投
げ
か
ら
寝
技
に
誘
い
、
吉
岡
を
返
し
に
か
か
る
が

「
マ
テ
」。
残
り
３０
秒
も

清
水
左
背
負
い
投
げ
、
決
ま
ら
ず
。
残
り
５
秒
、
両
者
ノ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ま
ま
。
吉
岡
、
双
手
刈
り
に

突
っ
込
む
が
終
了
の
ブ
ザ
ー
。
旗
は
清
水
に
３
本
の
白
。
吉
岡
は
４
年
連
続
Ｖ
逃
が
し
の
無
念
。

【成

績
】

優
　
勝

準
優
勝

第
３
位

第
３
位

▽
準
々
決
勝

○
吉
岡
　
北同
負
投

○
鈴
木
　
優
勢
勝
ち

○
清
水
　
横
四
方
回

○
漆
畑
　
大
内
刈

▽
準
決
勝

○
吉
岡
　
優
勢
勝
ち

○
清
水
　
優
勢
勝
ち

▽
決
勝
○
清
水
　
優
勢
勝
ち

松
本
ぞ
コ
ι

伊
藤
縦
Ω
属
保
じ

関

口

（綜
合
警
備
保
障
）

久
保
田
９
ク
バ
計
□

鈴
木
漆
畑

吉
岡

清
水
義
光
♀
成
管
也

吉
岡
博
之
曾
衛
隊
体
育
学
こ

承輛
太
水
倫
介
欠
日
体
大
柔
友
会
）

漆
畑
　
健
貧
こ

清
水
の
話
　
秋
山
さ
ん
み
た
い
に
巴
投
げ
で
決
め
る

気
は
な
い
。
あ
ん
な
に
き
れ
い
に
は
…
…
。
得
意
が

寝
技
で
、
巴
投
げ
か
ら
寝
技
に
誘
い
、
下
に
も
ぐ
っ

て
、
下
か
ら
回
し
て
返
す
戦
法
を
と
っ
た
。
こ
れ
を

続
け
て
る
と
吉
岡
さ
ん
の
息
が
上
が
っ
た
の
が
わ
か

っ
た
。
講
道
館
杯
は
今
度
で
４
回
日
、
去
年
は
３
位
決
定

戦
で
負
け
た
か
ら
５
位
、
こ
れ
が
最
高
だ

っ
た
。
今

年
６
月
の
太
平
洋
選
手
権
大
会
で
は
２
位
に
な

っ

た
。
こ
の
経
験
で
自
分
は
去
年
よ
り
成
長
で
き
た
と

思
う
。

優勝した清水選手

(平成管財 )

男
子
２２
歳
未
満

″
自
体
校
つ
い
に
相
牟
田
で
初
Ｖ
″

一
昨
年
２
位
、
昨
年
３
位
の
山
田
が
単
独
シ
ー
ド
権
を
取
っ
た
。
互
い
に
右
組
み
、
奥
襟
を
つ
か
ん

で
渡
り
合
う
。
１８０
側
、
‐０５
ｋｇ
の
山
田

（２２
歳
）
に
対
し
、
１７６
ｃｍ
ヽ
８．
地
の
相
牟
田
は
、
や
や
細
身
に
う

つ
る
。
し
か
し
、
相
牟
田
は
堂
々
と
立
ち
向
か
う
。
２
分
４６
秒
、
両
者
に

「指
導
」
が
与
え
ら
れ
る
。
右
手

を
伸
ば
し
背
中
を
取
る
相
牟
田
に
、
山
田
は
右
小
外
掛
け
を
放
っ
た
が
、
相
牟
田
も
う
つ
伏
せ
に
な
っ

て
防
い
だ
。
２
分
５７
秒
、
組
み
ぎ
わ
に
相
牟
田
の
右
小
内
刈
り
で
山
田
横
転

「効
果
」
と
な
っ
た
。
残

り
２０
秒
、
山
田
起
死
回
生
の
右
払
い
巻
き
込
み
は
、
す
っ
ぽ
抜
け
て
不
発
に
終
わ
る
。
終
了
の
ブ
ザ
ー

を
聞
い
て
相
牟
田
、
片
手
で
小
さ
く
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。

山
田
は
、
こ
の
種
目
つ
い
に
年
齢
制
限
を
迎
え
る
。

【
成

績
】

優
　
勝

準
優
勝

第
３
位

第
３
仕

▽
準
々
決
勝

○
山
田

○
笠
井

○
東
濱

○
相
牟
田

▽
準
決
勝

○
山
田
　
　
内
股
す
か
し
　
笠
井

○
相
牟
田
　
合
技
　
　
　
　
東
濱

▽
決
勝
○
相
牟
田
　
小
内
刈
　
　
　
山
田

相

牟

田

　

由
一ユ
曾

衛
隊
体
育
学
む

山
田
大
樹
ぞ
コ
ι

竺
ユ山汗
　
睦
賢
帝
人
・
松
山
）

東
濱
達
也
ぞ
コ
ι

す
く
い
投

上
四
方
固

払
巻
込

大
内
刈

建
本
ぞ
コ
ι

安
達
森
△響
備
保
』

宗
岡
こ
畿
通
□

瀬
尾
纂
日
塾

聰
r

優勝した相牟田選手

(自衛隊体育学校)

相
牟
田
の
話
　
体
の
大
き
い
人
と
の
対
戦
は
、
そ
ん

な
に
苦
に
な
ら
な
い
。
い
つ
も
練
習
で
自
分
よ
り
大

き
い
人
と
組
ん
で
い
る
か
ら
。
小
内
刈
り
は
好
き
な

技
の

一
つ
。
足
技
か
ら
の
連
続
技
を
い
つ
も
意
識
し

て
い
る
。

こ
の
あ
と
は
講
道
館
杯
に
出
て
上
位
を
目
指
し
た

い
。
こ
れ
ま
で
に
取

っ
た
タ
イ
ト
ル
な
ど
な
い
。
一局

校

（宮
崎
日
大
）
時
代
に
金
鷲
旗
大
会

（福
岡
）
で

ベ
ス
ト
８
に
入
っ
た
の
が
最
高
だ
と
思
う
。



女
子
７８
ｋｇ
超
級

〃徳
田
、
同
体
か
ら
先
手
必
勝
″

出
場
６
人
、
昨
年
入
賞
者
の
中
か
ら
は
シ
ー
ド
の
柳
花
ひ
と
り
だ
け
が
Ｖ
３
狙
い
。
し
か
し
、
そ
の

当
て
は
大
い
に
外
れ
た
。

開
始
早
々
、
徳
田
の
内
股
を
柳
花
が
返
そ
う
と
し
て
失
敗
、
も
つ
れ
て
両
者
ほ
ぼ
同
体
に
倒
れ
込
ん

だ
。
こ
の
と
き
、
徳
田
は
強
引
に
柳
花
を
裏
返
し
、
１５
秒
で
後
袈
裟
固
め
に
入
り
、
そ
の
ま
ま
２５
秒
押

え
切
っ
て

「
一
本
」
勝
ち
。
デ
ビ
ュ
ー
戦
を
飾
っ
た
。

一
瞬
早
く
起
き
上
が
っ
て
先
手
を
取
っ
た
徳
田
の
身
の
こ
な
し
と
闘
志
が
勝
因
。

【成

績
】

優
　
勝
　
徳
田
美
由
樹
含
マ
と

準
優
勝
　
柳
花
美
鈴
少
イ
コ
こ

▽

一
回
戦

○
山
田

○
徳
田

▽
準
決
勝

○
柳
花

○
徳
田

▽
決
勝
○
徳
田

反
則
勝
ち

優
勢
勝
ち

優
勢
勝
ち

優
勢
勝
ち

後
袈
裟
固

空
田
（東
洋
観
光
）

漆
畑
徐
△讐
備
保
し

‐凹
円
ズ
タ
カ
メ
デ
ィ
カ
ル
）

難
波
９
イ
コ
こ

柳
花

優勝 した徳田選手

(コ マツ)

徳
田
の
話
　
去
年
の
大
会
で
柳
花
さ
ん
に
大
外
刈
り

を
返
さ
れ
て

一
本
負
け
し
た
の
で
、
と
て
も
悔
し
か

っ
た
。
そ
の
人
に
勝
て
た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
い
。

柔
道
は
小
５
か
ら
始
め
て
、
羽
黒
高

（山
形
）
２

年
の
と
き
に
春
の
全
国
高
校
選
手
権
大
会

（個
人
）

で
２
位
。
そ
の
と
き
よ
り
１０
に
大
き
く
な
っ
て
…
…
。

全
国
体
重
別
で
な
ん
と
か
上
位
に
く
い
込
め
る
よ
う

頑
張
り
た
い
。

女
子
７８
ｋｇ
級

″
コ
マ
ツ
同
士
は
松
崎
が
先
に
初
Ｖ
″

第
１
シ
ー
ド
の
吉
田
が
松
崎
に
３
１
０
の
旗
判
定
で
敗
れ
て
消
え
、
決
勝
は
松
崎
と
第
２
シ
ー
ド
栗

原
の
コ
マ
ツ
同
士
と
な
っ
た
。
「ガ
ン
バ
レ
／
」
の
声
援
も
ど
ち
ら
に
送
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

両
者
左
組
み
で
、
互
い
に
や
り
に
く
そ
う
。
し
か
し
、
足
技
の
応
酬
か
ら
１
分
５‐
秒
、
松
崎
が
出
足

払
い
で
先
に

「効
果
」
を
取
る
。
松
崎
さ
ら
に
勢
い
を
つ
け
て
技
を
出
し
、
残
り
３５
秒
に
も
小
内
刈
り

で
倒
し

「技
あ
り
」
は
決
定
的
ポ
イ
ン
ト
。
栗
原
も
最
後
に
左
か
ら
背
負
い
に
入
る
な
ど
反
撃
を
見
せ

た
が
、
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
。
栗
原
は
２
年
連
続
の
２
位
。

【成

績
】

優
　
勝
　
松
崎
み
づ
ほ
ｇ
マ
と

準
優
勝
　
栗
原
美
幸
ｇ
マ
と

▽

一
回
戦

○
吉
田

○
松
崎

○
佐
藤

○
栗
原

▽
準
決
勝

○
松
崎

○
栗
原

▽
決
勝
○
松
崎

優
勢
勝
ち

大
外
刈

払
腰
払
腰

優
勢
勝
ち

優
勢
勝
ち

小
内
刈

大
久
保
τ
コ
ム
上
信
こ

長
屋
９

エ
ザ
ー
安
全
剃
３

ンヽ
ンヽ
山リ
ニ
／
女
コウ
エイ
シ
ス
テ
ムズ
）

原
澤
ε
友
海
も

吉
田
含
友
海
↓

佐
藤
ξ
キ
ハ
ウ
乙

栗
原

優勝 した松崎選手

(コ マツ)

松
崎
の
話
　
同
じ
コ
マ
ツ
の
道
場
で
煉
習
し
て
る
か

ら
互
い
に
手
の
内
は
知

っ
て
い
る
。
や
り
に
く
い
と

一言
え
ば
や
り
に
く
い
。
し
か
し
、
今
日
の
結
果
で
自

分
が
ど
う
い
う
柔
道
を
す
れ
ば
い
い
の
か
が
わ
か
っ

て
き
た
。
同
じ
左
組
み
の
相
手
に
対
し
て
は
、
技
が

中
途
半
端
だ
っ
た
。
も

っ
と
連
絡
技
を
研
究
し
て
身

に
付
け
な
い
と
い
け
な
い
。

１１
月
の
全
国
女
子
体
重
別
選
手
権
大
会

（日
本
武

道
館
）
で
は
、
一
昨
年
ま
で
２
連
勝
し
て
い
た
の
で
、

も
う

一
度
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
。



女
子
７０
ｋｇ
級

〃
天
尾
、
２
年
ぶ
り
２
度
目
の
Ｖ
〃

４
月
の
全
日
本
女
子
柔
道
選
抜
体
重
別

（横
浜
文
化
体
育
館
）
で
は
、
１
回
戦
で
貝
山
が
天
尾
を
上

四
方
固
め
に
降
し
て
い
る
。
勝
負
の
行
方
は
速
断
で
き
な
い
。

左
対
左
の
相
四
つ
、
貝
山
の
気
合
よ
く
開
始
３５
秒
、
う
ま
く
天
尾
を
追
い
込
み
、
赤
畳
場
外
際
で
小

外
刈
り

「効
果
」
の
先
手
ポ
イ
ン
ト
。
中
盤
は
袖
の
絞
り
合
い
で
互
い
に
技
が
出
ず
、
天
尾
の
奥
襟
を

と
っ
て
相
手
の
頭
を
下
げ
る
戦
法
は
貝
山
よ
く
心
得
て
受
け
付
け
ず
、
巧
み
に
か
わ
す
。
１
分
３０
秒
、

両
者

「指
導
」
の
直
後
、
失
点
ば
ん
回
を
狙
う
天
尾
が
払
い
腰
の
強
襲
。
貝
山
す
く
い
投
げ
で
返
そ
う

と
し
た
と
こ
ろ
を
巻
き
込
ま
れ
て
天
尾
の

「有
効
」
逆
転
と
な
る
。
残
り
４０
秒
、
貝
山
大
外
刈
り
、
内

股
の
猛
攻
に
天
尾
逃
げ
腰
。
「下
が
る
な
」
の
声
援
が
飛
ぶ
ほ
ど
で
危
な
か
っ
た
。

貝
山
は
４
年
連
続
２
位
。

【
成

績
】

優
　
勝

準
優
勝

第
３
位

第
３
位

▽
準
々
決
勝

○
貝
山
　
内
股

○
小
取
　
優
勢
勝
ち

○
中
尾
　
優
勢
勝
ち

○
天
尾
　
優
勢
勝
ち

▽
準
決
勝

○
貝
山
　
優
勢
勝
ち

○
天
尾
　
内
股

▽
決
勝
○
天
尾
　
内
股

盛
島
徐
△讐
備
保
』

外
岡
ぞ
コ
ι

上
野
砲
後
銀
Ｃ

石
橋
徐
△讐
備
保
』

小
取
中
尾

貝
山

天
尾
美
貴
ｇ
マ
と

貝
山
仁
美
径
友
海
↓

小
取
美
輪
ｇ
マ
と

中
尾
春
菜
含
日
本
と扇
保
じ

芭E′
Ⅲ

優勝 した天尾選手

(コ マツ)

天
尾
の
話
　
４
月
の
選
抜
で
は
貝
山
さ
ん
に
負
け
て

世
界
代
表
に
も
な
れ
な
か
っ
た
し
、
自
信
を
な
く
し

て
い
た
。
燃
え
る
も
の
が
な
く
、
練
習
で
も
勝
ち
た

い
と
思
う
気
持
ち
に
な
れ
な
く
て
、
や
め
よ
う
か
と

思

っ
た
時
期
も
あ

っ
た
。
５
月
の
東
ア
ジ
ア
大
会
（大

阪
市
）
で
も
ボ
ロ
ボ
ロ
負
け
た
し
。
で
も
新
人
も
入

っ
て
き
た
し
、
こ
の
ま
ま
終
わ
る
の
は
い
や
だ
っ
た

の
で
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
、
寮
も
練
習
場
所
も
変

え
た
。
弱
気
を
捨
て
、
苦
手
意
識
も
な
く
し
、
や
っ

と
前
向
き
に
な
れ
た
。

女
子
６３
ｋｇ
級

〃
南
、
２
１
１
の
三
連
勝
〃

第
１
シ
ー
ド
南
と
９６
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
代
表
の
一
見
が
、
こ
こ
で
は
初
対
決
。
南
は
左
組

み
か
ら
内
股
で
先
に
攻
撃
、
こ
れ
に
対
し

一
見
は
横
捨
て
身
を
放
つ
が
、
と
も
に
効
な
し
。
南
は

一
見

の
も
つ
れ
に
乗
じ
て
絞
め
技
で
攻
め
る
が

「
マ
テ
」
。

一
見
の
横
捨
て
身
は
寝
技
に
持
ち
込
む
策
と
思
わ
れ
る
。
右
変
形
の
一
見
が
南
を
強
引
に
引
き
付
け
、

動
き
を
と
め
る
と
２
分
４
秒
、
南
に

「指
導
」
が
与
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
お
互
い
に
攻
め
あ
う
が
ポ

イ
ン
ト
に
は
至
ら
ず
。
終
了
間
際
、　
一
見
勝
ち
を
意
識
し
た
が
、
偽
装
的
攻
撃
と
見
な
さ
れ
、
指
導
を

与
え
ら
れ
る
。
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
と
な
り
、
旗
判
定
は
２
１
１
で
南
に
軍
配
が
あ
が
る
。

【
成

績
】

優
　
勝

準
優
勝

第
３
位

第
３
位

▽
準
々
決
勝

○
南
○
藤
本

〇

一
見

○
植
田

▽
準
決
勝

○
南
　
　
優
勢
勝
ち
　
藤
本

〇

一
見
　
傷
勢
勝
ち
　
植
田

▽
決
勝
○
南
　
　
優
勢
勝
ち
　

一
見

南
　
千
草
ｅ
キ
ハ
ウ
乙

一
見
理
沙
ｇ
マ
と

藤
本
哲
子
タ
イ
コ
こ

植
田
裕
子
ｅ
キ
ハ
ウ
乙

大
外
刈

優
勢
勝
ち

小
外
掛

優
勢
勝
ち

三
代
曾
水
製
き

羊
省
阿
ぐ
キヽ
ハ
ウ
乙

柳
田
∂
イ
コ
こ

徳
久
径
友
海
↓

咆 撫

南
の
話
　
Ｖ
３
は
本
当
に
う
れ
し
い
け
ど
、
内
容
的

に
は
満
足
し
て
い
な
い
。
組
み
手
が
後
手
に
回
り
、

技
の
出
も
遅
か
っ
た
。
自
分
の
柔
道
が
で
き
な
か

っ

た
。こ
れ
か
ら
は
、
も

っ
と
欲
を
出
し
て
煉
習
で
自
分

を
追

い
込
む
よ
う
に
し
た
い
。
そ
う
い
う
練
習
に
励

み
た
い
。
今
日
の
副
賞
は
、
九
州
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
応

援
に
来
て
く
れ
た
父
親
に
あ
げ
た
。
と
て
も
喜
ん
で

く
れ
た
。

優勝した南選手

(ミ キハウス)



女
子
５７
唯
級

〃
岡
崎
、
技
あ
り
の
２
連
覇
〃

２
年
連
続
の
決
勝
顔
合
わ
せ
。
一削
年
優
勝
の
岡
崎
に
対
し
、
窪
田

（旧
姓
大
塚
）
も
Ｘ
フ
年
こ
そ
は
／
″

の
意
気
込
み
で
立
ち
向
か
っ
た
。

左
相
四
つ
の
両
者
、
組
み
合
っ
て
も
技
が
出
ず
、
３０
秒
で
双
方

「指
導
」
を
受
け
る
。
窪
田
の
仕
掛

け
る
背
負
い
は
岡
崎
か
わ
し
て
絞
め
で
攻
め
る
が
、
２
度
と
も
決
ま
ら
な
い
。
残
り
１
分
近
く
、
窪
田

の
体
落
と
し
気
味
の
技
を
岡
崎
、
す
ぱ
っ
と
谷
落
し
に
返
し

「技
あ
り
」。
そ
の
ま
ま
押
え
込
み
に
入
る

が
、
６
秒
で
解
け
る
。
帯
を
締
め
直
し
残
り
３８
秒
、
窪
田
、
必
死
に
ば
ん
回
せ
ん
と
攻
め
る
が
岡
崎
防

い
で
時
間
。

【
成

績
】

優
　
勝

準
優
勝

第
３
位

第
３
位

▽
準
々
決
勝

○
岡
崎

○
山
田

○
茂
木

○
窪
田

▽
準
決
勝

○
岡
崎

○
窪
田

▽
決
勝
○
岡
崎
　
谷
落
　
　
　
窪
田

岡
崎
綾
子
ｇ
キ
ハ
ウ
乙

窪
田
雅
子
ｇ
マ
と

山
田
真
由
美
ｇ
マ
と

茂
木
仙
子
全
友
海
↓

合
わ
せ
技

巴
投
優
勢
勝
ち

優
勢
勝
ち

優
勢
勝
ち

大
内
刈

テ
田
¢
コ
ι

黒
川
♀
全
〈雰聖
明
病
し

植
田
ラ
イ
コ
こ

秋
山
晟
山
オ
ー
ト
吏
３

山
田
茂
木

1

れこaヾ
優勝した岡崎選手

(ミ キハウス)

岡
崎
の
話
　
去
年
は
負
け
が
続
い
て
い
た
の
で
気
持

ち
を
切
り
替
え
、
こ
の
大
会
を
転
機
に
し
よ
う
と
思

っ
た
。
２
連
覇
と
い
う
こ
と
は
意
識
し
て
な
か
っ
た

が
、
Ⅷ
％
の
力
を
出
し
切
り
た
い
、
ど
ん
な
形
で
も

優
勝
し
た
い
と
思

っ
て
い
た
。

今
回
は
止
ま
ら
ず
に
動
け
た
の
で
良
か
っ
た
と
思

う
。
目
標
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
が
、
日
の
前
の
試
合

１
つ
１
つ
大
阪
の
世
界
選
手
権
代
表
も
狙
う
。

女
子
５２
ｋｇ
級

″
横
澤
の
攻
防
う
ま
く
Ｖ
２
〃

第
１
シ
ー
ド
の
横
澤
に
対
し
、
最
近
若
干
低
調
気
味
で
あ
っ
た
家
入
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
こ
の
日
の
家

入
は
、
初
戦
か
ら
袈
裟
固
め
、
す
く
い
投
げ
、
巴
投
げ

（有
効
）
と
本
来
の
技
量
を
発
揮
し
て
の
決
勝

進
出
だ
。
横
澤
左
組
み
、
家
入
右
組
み
の
け
ん
か
四
つ
、
両
者
互
い
に
引
き
手
取
れ
ず
、
内
股
、
背
負

い
で
技
を
出
し
合
う
が
、
決
ま
る
ま
で
に
至
ら
ず
。

ｌ
分
１０
秒
、
引
き
手
を
持
っ
た
横
澤
が
左
内
股
か
ら
背
負
い
投
げ
。
家
入
た
ま
ら
ず
巻
か
れ
た
よ
う

に
横
転
し
て

「有
効
」
と
な
っ
た
。
こ
の
あ
と
、
家
入
は
巴
投
げ
、
足
技
と
得
意
技
を
連
発
し
失
点
回

復
追
走
戦
に
入
る
が
、
防
ぎ
つ
つ
左
大
内
刈
り
を
出
す
横
澤
を
攻
め
切
れ
ず
、
時
間
。

【
成

績
】

優
　
勝

準
優
勝

第
３
位

第
３
位

▽
準
々
決
勝

○
横
澤

○
堺
○
海
下

○
家
入

▽
準
決
勝

○
横
澤

○
家
入

▽
決
勝
○
横
澤
　
北日
負
投
　
　
家
入

一校
埋
年
〃
古
賀
夕
カ
メ
デ
ィ
カ
ル
）

家
入
祐
江
ｇ
マ
と

堺
　
千
陽
曾
宮
接
骨
じ

海
下
澄
枝
少
イ
コ
こ

優
勢
勝
ち

優
勢
勝
ち

優
勢
勝
ち

す
く
い
投

鴨
谷
含
マ
と

有
櫛
ｇ
マ
と

野
尻
含
マ
と

佑
℃
浪
Ｃ
キヽ
ハ
ウ
乙

優
勢
勝
ち
　
堺

優
勢
勝
ち
　
海
下

M
優勝した横澤選手

(タ カメディカル)

横
澤
の
話
　
連
続
優
勝
は
正
直
言

っ
て
う
れ
し
い
。

け
ん
か
四
つ
だ

っ
た
が
、
組
み
手
で
勝
て
ば
い
け
る

と
言
わ
れ
て
。
自
分
で
も
組
み
手
に
自
信
が
あ
る
。

課
題
は
自
分
の
柔
道
、　
一
本
取
れ
な
い
の
で
、
と
り

あ
え
ず
得
意
技
の
左
小
内
刈
り
を
み
が
く
こ
と
。

去
年
、
こ
の
大
会
の
決
勝
で
住
友
の
横
澤
由
貴
さ

ん
に
勝
っ
た
の
に
、
そ
の
彼
女
が
今
年
は
世
界
代
表

に
な
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
悔
し
い
気
が
す
る
が
、
自
分

も
頑
張
れ
ば
世
界
を
狙
え
る
と
い
う
自
信
に
も
な
っ

た
。
追
い
か
け
た
い
。



女
子
４８
ｋｇ
級

〃
２
位
の
″
壁
″
脱
出
、
小
田
初
Ｖ
″

世
界
選
手
権
５
連
覇
の
田
村
選
手
を
追
い
か
け
る
こ
の
ク
ラ
ス
は
、
前
年
の
１１
人
か
ら
５
人
に
半
減

と
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
。
シ
ー
ド
の
小
田
は
２
年
連
続
真
壁
の

〃壁
″
に
阻
ま
れ
て
２
位
ば
か
り
だ

っ

た
が
、
今
年
は
チ
ャ
ン
ス
。

昨
年
１１
月
の
全
国
女
子
で
は
３
回
戦
、
三
浦
を
す
く
い
投
げ

一
本
で
討
ち
取

っ
て
い
る
。
そ
の
二
浦

は
左
、
小
田
右
の
け
ん
か
四
つ
で
開
始
。
小
田
は
得
意
の
右
背
負
い
投
げ
で
先
攻
、
５６
秒
早
く
も
内
股

で

「有
効
」
を
奪

っ
た
が
、
そ
の
あ
と
戦
線
こ
う
着
状
態
に
陥
り
、
１
分
２９
秒
の
両
者

「指
導
」
を
受

け
る
。
中
盤
か
ら
二
浦
猛
烈
な
内
股
で
攻
め
る
が
、
小
田
う
ま
く
か
わ
す
。
さ
ら
に
残
り
２０
秒
の
猛
攻

も
小
田
防
戦
し
な
が
ら
時
間
と
な
り
、
初
優
勝
。

【成

績
】

優
　
勝
　
小
田
智
子
ｅ
キ
ハ
ウ
乙

準
優
勝
　
一二
浦
多
恵
子
テ
カ
ム
ア
ィ
カ
と

▽

一
回
戦

〇
三
浦
　
優
勢
勝
ち
　
山
口
含
マ
と

▽
準
決
勝

○
小
田
　
優
勢
勝
ち

〇

三
浦
　
優
勢
勝
ち

内

股

ｍ円
部
貨
コ
ウ
エ
イ
シ
ス
テ
ム
ズ
）

小
川
ぞ
ョ
ι

三
浦

▽
○ 決
′よヽ日券
田

小
田
の
話
　
優
勝
は
狙

っ
て
い
た
。
体
調
も
良
く
、

体
が
思
い
通
り
に
動
い
た
。
日
蔭

（暢
年
）
監
督
か

ら
は

「思
い
切

っ
て
前

へ
出
ろ
、
絶
対
に
下
が
る
な
」

と
指
示
さ
れ
て
い
た
。

次
は
１１
月
の
全
国
女
子
体
重
別
で
優
勝
し
た
い
。

自
分
の
課
題
は
今
の
技
が
単
発
な
の
で
、
も
っ
と

足
技
か
ら
の
連
絡
技
が
出
せ
る
よ
う
研
究
努
力
す
る

ン」
レ⊂
。

優勝 した小田選手

(ミ キハウス)

熱

女子48kg級決勝 内股で有効を奪う小田

Ｉ
Λ

戦
男子90kg級決勝 小内刈で技有を奪う廣川

分 ´

男子66kg級決勝 須藤の内脇、見事に決まる

埠
．́
庁

ゝ
　
　
、

局
゛
―

女子78kg級決勝 松崎の小内刈は技有



績成 表

10江 上 (九 州 電 力)
2 池 田陳    芝)
3 八 汐 (日 本道路公団)
4     耳ヒ  (大阪府柔道整復師柔道迄畳)

5水 野 (太 平 工 業)

6森 ナ||(平 成 管 財)

7 永 井 晰  日 動
8新 盛 (ダ イ コ ロ)

9 安  蒜 (日本中央競馬会)
10石 井 (帝 人 松 山)
11大 村 (平 成 管 財)
12 今  庄 (ア イシン精機)
13竹 村 (近 畿 通 関)
14 堀  内 (ダ イ コ ロ)
15 41 本 (十全会回生病院)
16 宮之前 (大 末 建 設)
17 山 岸 (京 葉 ガ ス)
18 崖き 卜∫(東日本電信電話東京)
19 江 良 (旭  化  成)
20

210田  村 (日 本道路公団)
220
23中 島 (高 宮 接骨 院)
24 高 森 (綜合讐備保障)
25 山 岸岱Pセ ントラル卦保働
26 )1 起虫ダ イ コ ロ)
27山 下 (東 レ 滋 賀)
28 出 口 (新  日 鐵)
29阪 田∝ 畿 通 関)
30 佐々木 (日本中央競馬会)
31  -―警轟T―(≡■≒洋■雪電■→躾>

32清 水 (日 本道路公団)
33 藤 本 (日本中央競馬会)
34 古家後∝ 畿 通 関)
35志 村休 田技研熊本)
36 谷  口 (旭  化  成)
37

38小 林 (平 成 管 財)
39  ど邑r―埋子や十りぐ市鵡翡乗襲争会)

40根 本 (日 本 通 運)
41 赤井澤 (京 葉 ガ ス)
420石 崎 (日 本道路公団)

男子100kg超級 (84名 )

○印はシード選手

430横 山 (日 本道路公団)
44吉 永 (京 葉 ガ ス)
45 楠 見 (旭  化 成)
46 長谷川 (セ コム上信越)
47小 林 (近 畿 通 関)
48水 口 (平 成 管 財)
49 松 本 (日本中央競馬会)
50 山 本 (I M S)
51 村  筋を(フ ェザー安全剃刀)

52  ラペ■―Jttkジエーー←―・ チー引〕)

53 登Σ 丸 (東日本電信電話東京)

54 石  橋 (日 経サービス)
55 岩  イ左(東日本旅客鉄道)
56 尾 本 (九 州 電 力)
57 前 田 (東    芝)
58

59 幕  田 (十全会聖明病院)
60 浦 田 (日 本道路公団)
61木 本 (ト ヨタ自動車)
62

630
640士=勢鈴紬弊罫翻郡幹
65 向 川 (日本中央競馬会)
66 山 本 (本 田技研熊本)
67 中 蔦にSPセ ントラル卦保働
68山 田に 洋 電 機)
69 高 橋 (日 本 通 運)
70 ネ申 村 (東 レ 滋 賀)
71 河ヽ 本本(束     芝)
72 中 嶋 (京
73 ナ|1 田(近

ス)

関 )

74 中 野 (旭  化  成)
75 平 井 (ダ イ コ ロ)
76

77谷 本 (平 成 管 財)
78源 河 (近 畿 通 関)
79 佐 藤 (ツ クバ 計 画)
80 藤  田 (中央市場柔道会)
81 中 村 (日 本道路公団)
82  デ|「―→召Кttf停静議信兵秀詢荘京)

83  郷  (新  日  鐵)
840手一占褪―封争呵婦

ガ

通

葉

畿



績

10-辣■お牛』卜毒弓芽

2 三 浦 (セ  コ ム)

3 小 丸 (甲 南 柔 友会)

4 相 原硼  化 成)

5 近  野 (綜 合警備保障)

6山 崎 (合 同 産 業)

7 千  葉 (日 本道路公団)

8中 村 (京 葉 ガ ス)

9   安   岡 (大阪憾道整復師莉融 )

10  ++トー平隠Xツト■ター歩“や争寸当>

11 服  平 (東  レ 滋 賀)

12

13 大  専鹿(日本中央競馬会)

14 三  好 (ダ イ コ ロ)

15  ぜ婁戸―1王Кラ▲―十一エー→ォ→与>

160

17 淡 (甲 南 柔 友 会)

18 高 山 (九 州 電 力)

19

20 向 尾 (束 レ 滋 賀)

21 〒写 淮子(束日本電信電話東京)

22  アlr―茸当紫千予■主■骸トギ■W完)

23 遠  藤 (日 本道路公団)

24 鈴  木 (綜合讐備保障)

25中 島 (新 日数 八 噛

26 本  郷 (セ   コ  ム)

27 ナ十 「可(日柔整請求サービス)

28  カk  日日(大阪府兵道整復師柔道連雪)

29吉 田 (太 平 工 業)

300谷 口 (日本中央競馬会)

男子 100kg級 (61名 )

○印はシー ド選手

310窪  田伽  化 成)

32 深  ナ||(日 本道路公団)

33 大  ~下 (日本中央競馬会)

34倉 吉 (京 葉 ガ ス)

35米 嶋 (甲 南 柔 友 会)

36古 賀 (高 宮 接 骨 院)

37瀬 下 (三 洋 電 機)

38 に匈 刀卜(木村自動車整備工場)

39 吉  田 (十全会聖明病院)

40 宮 田 (豊 田自動織機)

41 浅  見懺心館秋元道場)

42岡 田 (近 畿 通 関)

43 桑  原 (九 州 電 力)

44 高 塚 (日ホー スサボート)

45    日『   (大政府柔道整復師柔道連母)

460古  田 (セ  コ ム)

47今 里 (平 成 管 財)

48 中 濱 (京 葉 ガ ス)

49樋 口 (甲 南 柔 友 会)

50 渕  田 (九 サ|‖ 電 力)

51 :垂  [日 (束日本電信電話東京)

52須 磨伏 平 工 業)

53 水  野 (セ コム上信越)

54  5要r―男トモ姉期爾鍵磋捜器幕螢挫ひ

55  原  (ト ヨタ自動車)

56  ォⅢ
「
―塀齋業f十井寺達引灘士公軒∃)

57  )キーー妥羊(来■―レエ→銭■」警ナ

58 川 村 (新 日鐵 八 幡)

59大 森 (日 体大柔友会)

60 橋  本 (神鋼パンテツク)

610河  ヽ 嶋除 合警備保障)



成 績 表

10近 藤 (日 本道路公団)

2  /jヽ   畑 (関西麟学目付曜骨院)

3大 月 (近 畿 通 関)

4 齋 藤 (セ  コ ム)

5 中 根陳    芝)

6

7吉 田 (大 末 建 設)

8 畠 中 (関西大学柔友会)

9横 サ||(九 州 電 力

10  三千――ゼ某共拐手挙争走
「
衛稿電

“

次)

11 山 城 (旭  化 成)

12杉 本 (大 京 フー ズ)

13木 村 (東 京 消 防 庁)

14 イ耐 田 (新  日 鐵)

15 前  チ||(三菱重工名古屋)

16  √≡
「
―鞘碕X≡}―

'キ

ーモと―●缶)

17   だ〉 (束日本電信電話東京)

180中  田 (セ  コ ノ、)

19 】ヒ F猟富士写真フィルム)

20 大 漉 (東 酵 滋 賀)
21 竹  内(デ ン ソ ー)
22 新 納にSPセントラル筆保働
23辻 本 (日 本 通 運)
24 本 廣 (十全会回生病院)
25 中 嶋 (日 本道路公団)

26 小  ナ十1(セ コム止信越)

27 中 山 (東    芝)

28 瀬 川 (安 ナ1 電 機)

29

30東 迫嶋 田自動織機)

31 有  サ||(綜合警備保障)

32 上  十条(東 日本旅客鉄道)

33 山 本 (新  日 動

34 ラ亀 オ《(日柔整請求サービス)

350前 田 (九 州 電 力)

男子 90kg級 (70名 )

○印はシード選手

36C荘彗 ナ||(セ   コ  ム)

37  た卜
「
―判専や日喜奉りぐ塀妻表ユ公>

38 近 藤 61 M C)

39 後  藤 (東 日本旅客鉄道)

40 繁 昌 (旭  化  成)

41 高 橋 晰  日 動

42 平  野 (ダ イ コ ロ)

43  功更  オく(図学院院友柔道クラブ)

44 相 馬 (東    芝)

45 中 川 (東     芝)

46 三 浦 (“ Pセツトラル卦保働

47 大  漉 (束 レ 滋 賀)

48岡 本 lT徳 寺 学 因)

49 ル( 課:(自衛隊体育学校)

50今 井 (日 本 通 運)

51橋 本 (三 井 生 命)

52 清  田 (三菱重工名古屋)

530≡―矢侶ホ着昨舛辞

54 半 野鯨 日 錬 堺)

55 多 川 (神鋼パンテツク)

56 田 中 (ミ  ズ  ノ)

57 二写 :日 (福岡大学柔道クラブ)

58 」ヽ  吉 (日柔整請求サービス)

59  アド■―ギヨК姜士卜写÷肇カィサ芳去)

60  f蓋トーう畔<]▲―
"好

―輩争―考貯}

61 tt 内 (束     芝)

62 小椎尾僚 レ 滋 賀)

63

64  チ妻=―】雪業チレーサ昨―堤邑―う
')

65 河ヽ  橋 (綜 合警備保障)

66 梅  谷 (セ   コ  ム)

67  ラ梃■~帳黒(束■■ギ・ 巧恭r■差)

68谷 村 (大 阪 ガ ス)

69本 木 (日 本 通 運)

700斉 藤伽  化 成)



組 み 合 わ せ

10秋 山(平 成 管 財)
2 寺 本(Y K K)
3   Eロ   ヱ耳(N西医蕉亨同付民整骨院)

4 池 宮鯨 日戯 本 和)

5中 ナ||(I M S)

6藤 村 (大 京 フ ー ズ)

7 角 地 OE 化  成)

8 佐 野 (■ 田自動織機)

9 松 井僚    芝)

10

11田 村に 洋 電 機)

12 奥 村帥鋼パンテツク)

13 曽我部 (甲 南大柔友会)

14 松 本伏 阪 ガ ス)

15大 坪 (東 洋 水 産)

16 糀 谷にSPセントラ峠獣D

170村  田 (了 徳 寺 学 園)

18 中馬場休 田技研熊本)

19 =三  吐克(日本エースサボート)

20 金 杉働心館秋元道場)

21 ラ(ネ申田 (綜 合讐備保障)

22  -―寸圭■―ヽ扶板市来と静臓膨静鼓覺)

23橋 本俗 同 産 業)

24 出  口 (日柔幣請求サービス)

25庄 島 (庄 島 電 気)

26

27 丸  野 (日 本道路公団)

28 鈴 木 (旭  化 成)

29 /1ヽ  田 (日百区蕉字H付目整骨院)

30  ■倖――モ群(甲時再ヲぐ舅手表ャ会■

31 平  岩 (セ   コ  n

32 栗 栖 (ダ イ コ ロ)

330大  角 (京 葉 ガ ス)

男子81 kg級 (66名 )

○印はシード選手

340丸 山 (セ  コ ム)

35 川 端 (日 本道路公団)

36高 寺 (束 洋 水 産)

37 西  ナ|(Y  K  K)

38 山  城 (関西大学柔友会)

39 針  谷 (中央市場柔道会)

40  〒寺エーラ訣まジエー十一=―→庁→子>

41  光旧トーじeや合―引司卜■圭■■柴ナ

42 カ日 藤 (十全会蟄明病院)

43  tヨ生―鞘碕X引キ書■赤予乗巧笑七含>

44市 成 (ミ ツ ウ ロ コ)

45 平  井 (豊 田自動織機)

46藤 田備 人 松 山)

47  -―ザ票|― 芽ヽ軒倖伴詠信梶弄浄幕京)

48 松 崎側にインタナショナル)

49 田 之を(鐵心館秋元道場)

500野 瀬 (了 徳 寺 学 因)

510塘  内 (旭  化  成)

52 榮 (甲 南大柔友会)

53 荒 尾∝SPセントラル欝保酌

54

55  ≦銭■―ウ夫坤辟柔窪滓刊翠井―ど採}

56 五十嵐 (セ コム止信越)

57 菅  野陸前高田市農協)

58中 村 (新 日鐵 本 社)

59 坂  口 (同百医た学国付属整骨院)

60  11ユーラ蜀紫千キーフトー主と―キ缶>

61 林 (ツ クバ計 画)

62 石  田 (新 日銭 八 臓

63高 橋 (束 京 消 防 庁)

64 本  多 (中央市場柔道会)

65平 野 (近 畿 通 関)

660坂 本 (ダ イ コ ロ)



績成 表

男子73 kg級 (87名 )

10新 田 (京 葉 ガ ス)
2 田 中 (セ コム上信越)
3 横  田鯨 合警備保障)
4 望  月 (十全会聖明病院)
5高 田 (九 州 電 か

6 岩  川 (松前柔道クラブ)
7 平 野 (I M S)
8横 井 (関 西 電 力)

9 西 川 (卜‖Cインタナショナル)
10 渡  辺 (関西大学柔友会)
11村 西催 田自動織機)
12岡 島 (東 洋 水 産)
13

14 長谷川欲廠 建鰤薙理 )
15 西  嶋 (吉川工業名古屋)
16  Ztt  E](CSPセ ントラ

'レ
讐備保障)

17 上  薗 (セ   コ  ム)
18徳 田 (ト ヨタ自動車)
19野 中年 本 建 設)
20上 野 (大 東 福 祉 会)
21 三  熊 (東日本旅客鉄道)
220安  達 (綜合警備保障)
23 小野原 (旭  化 成)
24 横  田 (明     送)
25小 濱 (了 徳 寺 学 因)
26 相 馬 (自衛隊体育学校)
27寺 井 (東 京 消 防 庁)
28鈴 木 (東 京 海 上)
29白 神 (ク ラ レ岡 山)

440向  井 (自衛隊体育学校)
45 土  屋 (セ コム上信越)
46松 岡 (東 京 海 上)
47 田 中 (東 芝 )

48

49高 野帥鋼パンテツク)
50 佐 イ白(安 川 電 機)
51  貿互  ラ秦(CSPセ ントラル警備保障)

52 山 本 (綜合讐備保ロ
53  茎表|一千ヨK)゛―判モーラ■―→や}

54 立 花船前柔道クラブ)
55樗 木 (日 体大柔友会)
56 市 来 (関西大学柔友会)
57岡 野 (日 本 通 運)
58 山 口 (中央市場柔道会)
59 中 園 (十全会回生病院)
60  藤策  娠ミ(岡西医富学目付目整骨院)

61青 秒,(東 京消防庁)
62斉 藤 (高 宮接骨院)
63 オ寸  L(コウエイシステムズ)

64  常稿トー弓成Xミ■→>―ウ=千■■チテ

65工 藤 (日 本道路公同)

66 金  子 (セ コム上信越)
67 山 本 欲廠 連耐純題 )
68 芝  ‖奇(鐵心館秋元道場)
69 板 倉僚 芝 )

70 志  賀 (三菱重工名古屋)
71

72青 島陳 洋 水 産)
73 山 本億士芸 フィルム)
74 岡 本 CSPセントラル警衛保障)
75重 原 (関 西 電 力)
76野 崎 (坂 井 印 昂」)
77竹 林 (ト ヨタ自動車)
78 笹  ナ||(セ コム止信越)
79  三蛋トー→写多0燕――レ“―ラキーモ豊}

80 藤 野 (ダ イ コ ロ)
81  龍  (十全会聖明病院)
82 j堆  田(Y  K K)
83尾 藤 (ダ イニ ッカ)
84 梅  田 (CSPセ ントラル警備保障)
85 大  窪 (綜 合讐備保障)
86 1ゴ  山奇(日柔整請求サービス)
870吉  岡 (新 日本 製 鋤

30 佐 藤 (東 芝 )

31 服  部い ヨタ自動車)
32 土  田 (セ コム止信越
33 秋  元 (鐵心館秋元道場)
34 山 口 lCSPセツトラル警備保障)
35畑 山 (高 宮 接骨 院)
36 大 沼 (セ コム止信越)
37 中 島 (ミ  ズ  ノ)
38中 村 (東 レ 滋 賀)
39金 沢 (三 井 生 命)
40  】矢}―→写多←卜彗)会だ聖ワ引廃鵡モテ

41 高 本 (坂 井 印 刷)
42 羽 原伏附柔連画麺型 )
430斉 藤呼 成 管 財)

○印はシー ド選手



成 績 表
男子 66 kg級 (60名 )

10小 室 (了 徳 寺 学 園)

2 中 島 (自衛隊体育学校)

3 竹  林 (豊 田自動織機)

4 池 田 (ミ  ズ ノ)

5 松 尾休 田技研熊本)

6  三三  ヂ鷺(関西医療学回付属整骨院)

7  チ環トー→王子33-――=F―――〕涯>

8近 藤 (平 成 管 財)

9 金 井 (甲 南 柔 友 会)

10 山 本 (東     芝)

11増 永 (境 整 骨 院)

12 ラ( 7写 (日柔整請求サービス)

13古 寺 (セ コム上信越)

14 金  澤 (関西大学柔友会)

15  F伺  木寸(ヨウエイシステムズ)

160須 藤 (ダ イ コ ロ)

17 辛兵  口 (日柔整請求サービス)

18 ラヽ  本寸(木村自動車整備工場)

19 七  沢 (Y   K   K)

20 荒 ナ||(高 宮 接 号 院)

21 4左々木 (ツ クバ 計 画)

22 花  澤総 合讐備保障)

23戸 田 (ダ イニ ッか

24 小  松 (豊 田自動織機)

25 角  田 (東 日本電信電話東京)

26 喜 多 (大 阪 ガ ス)

27  ラミ  /卜 (関西医療学目付属整1院 )

28濱 口 (東 洋 水 産)

29 鈴 木錬    芝)

300中 村 僚 葉 ガ ス)

310鳥 居 (了 徳 寺 学 園)

32

33  朝妻|―妄里(¥ユーーキ←――■K)

34 売工 藤 (束日本電信電話東京)

35  〒当エー斗名H多差―十一エー→ォ■与)

36 冨  永 (富士写真フィルム)

37 イ黄 田 (ダ イ コ ロ)

38 後  藤 (豊 田自動織機)

39  奥  (坂 井 印 刷)

40高 橋 (三 井 生 命)

41

42永 井 (関 西 電 力)

43岡 田 (新 日鐵 本 社)

44 河  口 (東 レ 滋 賀)

450/Jヽ見ナ||(綜 合讐備保障)

46田 口 (新 日本 製 鐵)

47楠 原 (日 本 生 命)

48 高  橋 (束 日本旅客鉄道)

49   福  (福岡大学柔道クラブ)

50  華王|―寸ヨК与}―引昨―拝邑―→幾>

51木 下 (ト ヨタ自動車)

52 F珂  フト(日柔整請求サービス)

53  ξ善|―り半<fキー】トーせと一ヽ缶)

54 尾 原憫西医購国付雖
=励

55 大  野 (日 体大柔友会)

56相 原 (甲 南柔 友 会)

57

58武 ナ|(大 東福 祉 会)

59金 辻 (東 京 海 上)

○印はシー ド選手

600石 川陳 芝 )



成 績 表
男子60 kg級 (30名 )

10荘〒 岡 (自衛隊体育学校)

2堀 家憫 西 電 力

3

4山 崎 (大 京 フー ズ)

5

6 松 本 (セ  コ ム)

7 退 嶋鯨 台瞥備保障)

8

9 鈴  木 (日 体大柔友会)

10森 下 (日 本 通 運)

11

12 伊  藤 (綜 合讐備保障)

13後 藤 (高 宮接 骨 院)

14中 山 (大 阪 ガ ス)

150田  口 (鐵心館秋元道場)

160清 水 (平 成 管 財)

17 中 居 (グ ツ ドヒル)

18 ラ叱 橋 (日本エースサポート)

19 福 原岱 Pセントラル讐備保障)

20 関  国 (綜合警備保障)

21 今  田 (自衛隊体育学校)

22 江  盲[錬酢M喀鉄迎

23 上  野 (セ   コ  ム)

24松 田 (近 畿 通 関)

25 伊  藤鯨 合讐備保障)

26 久保田 (ツ クバ 計 画)

27 ネ申 ぞ洋グッ ド ヒル)

28  豪輩エー豆罠常¶e十光舛う鳴■チ■)

29  11r― +引К号肇―豆子―埠]―ラ与>

○印はシー ド選手

300漆 畑 (東    芝)



男子22才未満 (38名 )

10山  田 (セ  コ ム)

2  泉  (十全会回生病院)

3 り]田 (吉川工業名古屋)

4 岩  崎 (新 日鐵 八 幡)

5 建 本 (セ  コ ム)

6 野 本 (グ ッ ドヒ羽

7 高 野 (ト ヨタ自動車)

8大 場 (ダ イニ ッか

9 加 納皓 田自動織機)

10 ,云  ナ||(Y  K  K)

11 万写 ナ||(日 本エースサポート)

12 栗  栖 (新 日 鐵 塀)

13笠 井 (帝 人 松 山)

14 東代官 (セ  コ ム)

15  原  (十全会回生病院)

16 安  達 (綜合警備保障)

17 三  輸 (フェザー安全剃刀)

18 前  田 (東日本旅客鉄道)

19 南  波 (自衛隊体育学校)

20  τ蜀トー析鋳ま弟F→]■賜トナ単封幡)

21 東 濱 (セ  コ ム)

22

23 山 手(Y  K K)

24藤 岡 (帝 人 松 山)

25宗 岡 (近 畿 通 関)

26イ升要期窃(ク ラレ岡山)

27濱 崎 (ト ヨタ自動車)

28 樋 渡 lllКインターナショナD

29 Ⅲ平 そ事(CSPセ ントラル警備保障)

30橋  本 (ダ イ コ ロ)

31 高 井 (フェザー安全剃刀)

32 瀬 尾鯨  日 鋤

33 富  樫 (東日本旅客鉄道)

34 桐  谷 (十全会回生病院)

35 本目し牟田 (自衛隊体育学校)

36 佐々木 (セ   コ  ム)

37 時  津 (豊 田自動織機)

38 松  平 (ト ヨタ自動車)

○印はシード選手



成 績 表

女子78kg超級 (6名 )

10柳 花 (ダ イ コ ロ)

2 山 田 (タ カメディカフレ)

3空 田 (東 洋 観 光)

徳

　

田 漆

徳

難

畑 (綜 合 讐 備 保 障)

田 (コ   マ  ツ)

波 (ダ  イ コ ロ)

女子 78kg級 (8名 )

10吉 田(住 友 海 上)

2 大久保 (セ コム上信越)

3 す棄 屋 (フェザー安全剃刀)

4 松 崎 (コ  マ ツ)

松

崎 5佐 藤 (ミ キ ハ ウ ス)

6  
シ
子イラ券(コウエイシステムズ)
7原 澤 (住 友 海 上)

80栗 原 (コ  マ  ツ)

女子 70kg級 (12名 )

10貝  山 (住 友 海 上)

2 盛  島 (綜合讐備保障)

3 田 代 (十全会回生病院)

4 小 取 (コ  マ ツ)

5 /jヽ出水 (西 日本讐備保障)

6 外  岡 (セ  コ ム)

7上 野 (肥 後 銀 行)

8 久保田 (セ   コ  ム)

9 中 尾 (西 日本讐備保障)

10 _L 村 (タ カメディカル)

11 石 橋 (綜 合警備保障)

120天 尾 (コ  マ  ツ)

女子 83 kg級 (20名 )

10南 (ミ キ ハ ウ ス)

2岩 藤 (住 友 海 上)

3 /Jヽ  坂 (ダ イ コ ロ)

4 8とャ(コ  マ ツ)
5三 代 (日 水 製 薬)

6藤 本 (ダ イ コ ロ)

7

8 尾 崎 (タ カメディカ刀

9 新  田 (セ コム止信越)

100赤  岡 (ミ キハ ウス)

110柳  田(ダ イ コ ロ)

12 イ冨 田(九 州1 電 力)

13坂 中(日 水 製 薬)

14 木 村破    羽)

15 - 見 (コ   マ  ツ)

16篠 原 (塩 谷 建 設)

17 三弄 此鳥(タカメディカル)

18徳 久舵 友 海 上)

19 山 本〔(十全会聖明病院)

200植 田 (ミ キハ ウス)

○印はシー ド選手



成 績 表

女子 57 kg級 (17名 )

10岡  崎 (ミ キ ハ ウ ス)

2 中  員 (十金会翌明病院)

3 上  本寸(西日本警備保障)

4 テ 田(セ  コ ム)
5 黒  サ||(十全会蟄明病院 )

6  ラペ■―う[子ettri石トー更ビー偏斐〉

7 山 田 (コ  マ ツ)

8 本  田 (フェザー安全弟J刀 )

90植 田 (ダ イ コ ロ)

10 大 坪 (コ  マ ツ)

11 信達谷 (I M S)

12

13茂 木 (住 友 海 上)

14 秋  山 (秋山オート商会)

15 伊  藤 (西日本警備保障)

16 木  林 (十全会回生病院)

170窪 田 (コ  マ ツ)

女子 52kg級 (17名 )

10横  澤 (タ カメディカル)

2 梅  田 (豊 田自動織機)

3  鴨  谷 (コ   マ  ツ)

4 岸 江 (ミ キ ハ ウ ス)

5 有 櫛 (コ  マ ツ)

6 南 條 (ダ イ コ ロ)

7 西  イ寸(十全会回生病院)

8  堺 (高 宮接 骨 院)

90野 尻 (コ マ  ツ)

10 宮之原 (ミ キ ハ ウ ス)

11 瀧  ;岸 (十全会聖明病院)

12 海  下 (ダ イ コ ロ)

13 坂  井 (ト ヨタ自動車)

14 家  入 (コ   マ  ツ)

15 西 (日 水 製 薬)

16 藤  田 (十全会回生病院)

170猿 渡 (ミ キ ハ ウ ス)

女子 48 kg級 (5名 )

3 三 浦 (タ カメディカル)

10小 田 (ミ キ ハ ウ ス)

2  阿  吉[(コウエイシステムズ)

4 山 口(コ  マ ツ)

5 小  ナ||(セ  コ ム)

○印はシー ド選手



全
日
本
実
業
柔
道
連
盟

「第
１
回
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
」
が
、
９
月
１５
日
ω
大
阪

・
ミ
キ
ハ
ウ
ス
ス
ポ

ー
ツ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

連
盟
所
属
の
指
導
者
の
指
導
力
向
上
お
よ
び
現
役
選
手

の
競
技
力
向
上
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
何
大
崎
企
業

ス
ポ
ー
ツ
事
業
研
究
助
成
財
団
の
支
援
を
受
け
て
実
施

さ
れ
た
。
参
加
者
は
７５
名
。

今
回
は
東
海
大
学
の
高
妻
容

一
先
生
に
、
メ
ン
タ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
の
講
義

・
実
技
を
指
導
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
天
理
大
学
の
細
川
伸
二
先
生
と

全
柔
連
男
子
強
化
コ
ー
チ
の
大
迫
明
仲
先
生
に
、
技
の

指
導
を
実
技
を
交
え
て
詳
し
く
ご
指
導
い
た
だ
き
、
非

常
に
有
意
義
な
講
習
会
と
な
っ
た
。

な
お
、
第
２
回
は
１１
月
１７
日
ω
東
京

・
講
道
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
。

∧
講
師
及
び
内
容
∨

高
妻
容

一
先
生

（東
海
大
学
）

ｏ
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
何
か
？
メ
ン
タ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の

か
？
を
講
義
や
ビ
デ
オ
お
よ
び
実
技
を
取
り
入

れ
な
が
ら
細
か
く
解
説
さ
れ
た
。
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
や
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
集
中
力

を
高
め
る
方
法
、
プ
ラ
ス
思
考

（ポ
ジ
テ
ィ
ブ

シ
ン
キ
ン
グ
）、
セ
ル
フ
ト
ー
ク

（自
己
会
話
）

等
々
、
試
合
で
最
高
の
実
力
を
発
揮
す
る
た
め

の
精
神
力
の
強
化
と
し
て
、
今
後
益
々
注
目
さ

れ
る
講
習
内
容
で
あ

っ
た
。

細
川
伸
二
先
生

（天
理
大
学
）

大
迫
明
伸
先
生

（全
日
本
柔
道
連
盟
男
子
強
化
コ
ー
チ
）

・
細
川
先
生
に
よ
る
巴
投
げ
の
入
り
方
や
大
迫
先

生
に
よ
る
組
み
手
の
ポ
イ
ン
ト
等
、
実
技
を
交

え
な
が
ら
詳
し
く
指
導
さ
れ
た
。_n磁 と 罵

二血ユ■ユと,生ビ ‐ i
講習会の参加者

糸田り|イ申三二言吾宮而

と   tτ
大迫明伸講師

高妻容―講師

４０
周
年
誌
発
刊
か
ら
１０
年

実
業
柔
道
５０
年
の
記
録

全
日
本
実
業
柔
道
連
盟

〒
‐
一〇
〇
‐
八
四
四〇

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町

一
―

一
十

二

旭
化
成
伽
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
三
含
一五
〇
七
Ｙ
一〇
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
三
Ｃ
一五
〇
七
ご
一四
九
四

甲
∃
些

中
ぎ
Ｅ
ゝ
∃
ω
３
⑥
ｏ
ヨ
８
讐
要
８
年
８
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2001年 6月 発 干U
グラ ビアで は実業 国大会 の名場 面 、平成 の

強 豪・ 名 門 の顔 、実業戦 士 た ち の紹介 をは じ

め、会長 とメ ダ リス ト達 の座談会 、大会 記録 、

海 外遠征 特 柴 、会員企業 柔道部 の紹介 、 うち

の柔道部 等 、企 業 の集合 写真 を多数掲載 。 日

本 柔道 を支 え る企業柔道人 の躍 動 す る姿 が伝
わ って くる。
実業 柔道 が柔道 界 に果 た しつ づ けた責献 の

偉 大 さを実感 で きる、素 晴 らし く価値 あ る大

冊 の完成 です。

A4引 4」 (297× 210耐 nl) i製 /1k 440頁
定価 5,000円 (送料 別 )

※お申 し込 み は下記事務 局 まで。

印 発 発 発

イ子   イ〒

刷 人 行 日

２
０
０
十
年
９
月
劉
日

仝
日
本
実
業
柔
道
連
盟

事
務
局
長
　
郷

田

博

史

ダ
イ
コ
ロ
株
式
会
社


